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別紙様式第５－１号 

                                                        （日本産業規格Ａ列４番） 

編 修 趣 意 書 

（教育基本法との対照表） 

  

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

106-24 高等学校 数学 数学 A  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 

記号・番号 
※教 科 書 名    

2 東書 数 A002-904 改訂版 数学 A Essence 

 

１．編修の基本方針 

 数学は，科学の言葉，世界共通の言語であり，グローバル化する現代社会では，自然科学に限らず，

社会科学や人文科学などあらゆる場面において活用されています。数学を学ぶことは，単に計算や証明

ができるようになることだけでなく，論理的な思考力や，客観的，論理的に物事を説明する力を伸ばす

など，他教科の学習や日常生活においても必要とされる力を養うことでもあります。国際化，情報化，

科学技術の発展がより一層進むと考えられるこれからの社会において，これらの変化に対応するために

生徒が自ら思考，判断，表現する力を育成することは大変重要です。また，主体性や協働性などを身に

付けることも大切であり，数学の学習はその基幹の一つに位置付くと考えます。 

 本教科書は，教育基本法の目的および理念を踏まえ，生徒が，数学の学習を通して上に示すような力

を身に付けられるよう，次の５つのことを目指して編修しました。 

① 数学的活動を軸とした学習展開を行い，数学に興味･関心をもち，主体的，意欲的に学習しようと

する態度を身に付けることができるようにする。 

② 基礎的な知識，技能の習得のための学習手順を大切にし，基本的な概念や原理，法則について理

解を深めることができるようにする。 

③ 学習内容の精選，重点化を図り，効率的に学習を進めることができるようにする。 

④ 論理的な把握の背景にある数学的な感覚を大切にし，事象を数学的に考察し表現できるようにす

る。 

⑤ 数学が，身のまわりの問題を解決するための道具として有効に働く場面を提示し，数学の有用性

やよさを感得できるようにする。 

 

２．対照表 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

１章 場合の数と確率 ・章扉と章末では，テレビ番組の中で行われたゲームを題材

として取り上げ，自ら進んで取り組み解決する課題を用意

し，学習に対する自主・自律の精神が養えるように配慮し

ました。（第 2 号） 

・くじ引きの公平性を考える場面を設けることで，公平，公

正に関わる判断においても数学的な考察が有益であること

を示し，数学的な見方・考え方に基づき主体的に社会の形

成に参画し，その発展に寄与する態度を養えるように配慮

しました。（第 3 号） 

p.5，54 

 

 

 

ｐ.47 
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図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

２章 図形の性質 ・章扉では，ラグビー選手の躍動感のある写真を掲載するこ

とで，健やかな身体を養うとともに，生命を尊ぶ態度を養

うように配慮しました。（第 1 号，第 4 号） 

・章末では，ラグビーのコンバージョンキックについて，自

ら進んで取り組み解決する課題を用意し，学習に対する自

主・自律の精神が養えるように配慮しました。（第 2 号） 

ｐ.55 

 

 

p.94 

３章 数学と人間の活動 ・章扉と章末では，偽コインを見つける問題を取り上げ，自

ら進んで取り組み解決する課題を用意し，学習に対する自

主・自律の精神が養えるように配慮しました。（第 2 号） 

・1 節では，古代エジプトの数字や漢数字を取り上げ，伝統

と文化を尊重し，また，他国を尊重する態度を養えるよう

に配慮しました。（第 5 号） 

・3 節では，覆面算という伝統的なパズルを自ら進んで解く

ことによって，伝統や文化を尊重するとともに，進んで問

題の解決に数学を利用する態度を養うように配慮しまし

た。（第 2 号，第 5 号） 

ｐ.95，125 

 

 

ｐ.96 

 

 

p.117～118 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

・ 中学校での学習内容とのつながりに配慮し，より学習が深められるように、必要に応じて単元の最

初に中学校の学習内容を振り返るページを設けました。また，章扉と本文の間に設けた

「Readiness Check」や，巻末の「数学Ａに関連する中学校で学んだこと」でも，中学校の学習内

容を確認できるようにしました。（学校教育法第 51 条 1 号） 

→ p.6～7，56～59，72～73，86～89，141～143 など 

・ 数学の果たしてきた役割や古代より用いられていた計算法などを紹介することにより，一般的な教

養を高めることに加え，専門的な知識，技術および技能の習得ができるように配慮しました。（学校

教育法第 51 条 2 号） 

→ p.96～97，117～118 など 

・ 学習内容を基に，日常生活や一般社会の中での課題解決について考えさせるなど，幅広い視野を養

い，持続可能な社会づくりの担い手を育むように配慮しました。（学校教育法第 51 条 3 号） 

→ p.23，25～26，30，32，38，51，54，94，111，113，125 など 

・ ユニバーサルデザインに取り組みました。 

具体的には，本文書体や見出しの書体などに，見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザイン 

フォントを使用し，視認性を高めました。 

また，色覚問題の専門家の校閲を受け，全ページにわたって配色やデザインを検証し，カラーユニ

バーサルデザインに対応しました。 
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別紙様式第５－２号 
                                                       （日本産業規格Ａ列４番） 

編 修 趣 意 書 

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

106-24 高等学校 数学 数学 A  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名    

2 東書 数 A002-904 改訂版 数学 A Essence 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

 

本教科書は，学習指導要領に示された内容を，系統的かつ効率的に学習できるよう配列するとともに，

生徒の発達段階にも考慮して内容を構成しました。さらに，基礎・基本を確実に身に付け，数学に興味・

関心をもち，意欲をもって学習を進められることを目指して編修しました。また，中学校などで学んだ

既習事項が十分に定着していない生徒のために，既習事項を振り返ることができるようにしました。一

方，意欲のある生徒のために，本文よりも高度な内容を扱う読み物や問題も設けました。 

◆特色１ 基礎・基本を確実に理解できるよう工夫しています。 

(1) 中学校などで学んだ既習事項が十分に定着していない生徒のために，既習事項を振り返るこ

とができるようにしました。 

・既習事項と関連の強い章については，章の最初に「Readiness Check」を設け，既習事

項の理解を確認し，必要に応じて学び直しができるようにしました。 

   

Readiness Check (p.6～7) 

・本文中でも，注などで既習事項を確認できるようにしています。 
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(2) 数学を不得意とする生徒でも取り組みやすくなるよう，重要で基本的な内容を厳選して構成

しました。 

・内容の扱いは標準単位数で余裕をもって指導できるよう設定し，数学的活動のほか，内

容の定着，既習事項の振り返りなど，個に応じた指導ができるように配慮しました。 

(3) 「Training（復習問題）」と本文との関連をはっきり示しました。 

・問の右側にその問の類題となる節末の「Training（復習問題）」の対応番号を示し，

Training を問の補充問題として活用できるようにしました。 

 

問の右側に示した復習問題の対応番号 (p.37) 

・節末の Training では，問題文の右側にその問題と関連する内容の例，例題の掲載箇所

（ページ）を示し，本文の対応箇所を分かりやすくしました。 

 

Training の右側に示した例，例題の掲載箇所 (p.52)  

(4) 基礎基本の確実な定着を図るために，巻末にも各章の内容が復習できるページを設けました。 

      ・巻末には「演習問題」を設けて，章単位で学習内容を復習できるようにしました。 

（p.126～129） 

◆特色２ 数学への興味・関心を高め，積極的に取り組めるよう工夫しています。 

(1) 意欲のある生徒のために，本文よりも高度な内容を扱う読み物や問題を設けました。 

・本文で扱っている内容よりやや高度な内容を取り上げる「Challenge」を設けました。 

 
Challenge (p.30) 

・章末に，本文で扱っている問題よりやや難しい問題を扱う「Level Up」を設けました。 
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(2) 日常生活や現実世界の話題を取り上げ，学習内容に興味・関心をもたせ，学習意欲を高めら

れるようにしました。 

・章の導入部分などの新しい学習内容を扱う箇所や，学習した知識・技能を活用する場面

では，日常生活や現実世界の話題を取り上げ，作業や活動を通して，その章の学習内容

に関する興味や関心が高められるようにしました。 

 

(p.58) 

(3) 数学的活動を行うことで，数学に興味・関心をもち，数学の学習に積極的に取り組む態度が

育成されます。この教科書では，数学的活動を行う箇所として「Act」を設けました。      

・Actでは，生徒が課題に主体的に取り組み，ときには生徒同士で意見を交えながら，新し

い概念を習得したり，学習したことを現実の問題の解決に利用したりします。 

・Actの問題に取り組み，問題解決などの経験を得ることで，数学の学習に，積極的に，粘

り強く取り組む態度も育成されます。 

 

Act (p.59) 
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(4) 章扉や章末でも，数学に興味・関心をもたせるようにしました。 

・章扉では，その章の学習内容に関連する話題で，生徒が意外と感じるようなものを紹介

し，生徒に興味・関心をもたせるようにしました。 

・章末の「広がる数学の世界」では，章扉で取り上げた話題とその章の学習内容がどのよ

うに関連しているか示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

章扉 (p.55)  

                  

 

                          広がる数学の世界 (p.94) 

◆特色３ 学習内容が理解しやすくなる工夫をしています。 

・数学を不得意とする生徒でも取り組みやすくなるよう，内容の構成や取扱いに配慮しました。 

        ・1 章と 2 章では，本文でも中学校で学習した関連する内容を振り返ることで，高等学校で初

めて学習する内容に取り組みやすくなるよう配慮をしました。 

［１章 場合の数と確率］ 

・場合の数を求める場面では，すべての場合を省略せずに書き並べた例を入れ，計算に 

よって得られる数値と一致していることを実感できるようにしました。(p.14～17，22) 

・円順列や組合せを苦手とする生徒が多いため，それらを学習する前に，4人が手を繋い

だときにできる輪の違いや，順列や組合せの違いを考えることから始められるように工

夫しました。（p.23～26） 
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・確率の加法定理については，排反事象の場合の例にとどめ，生徒が取り組みやすくなる

ように配慮しました。（p.36～37） 

・条件付き確率の導入では，くじ引きの場面を取り上げることで，条件によって確率が変

わることを実感できるようにしました。（p.44～45） 

［２章 図形の性質］ 

・2章では，図形の性質を理解するのに，図をかいたり，図形や立体を動かしてみせたりす

ることが効果的であるため，作図や図形・立体に関するインターネット上のQRコンテン

ツを多く用意しました。 

・1節「三角形の性質」と2節「円の性質」では，図形の性質を利用して線分の長さや角の

大きさを求めることだけでなく，学習した知識を活用して作図したり，事柄が成り立つ

理由を説明したりする場面を設定しました。(p.59，63，78) 

［３章 数学と人間の活動］ 

・n 進法の学習では，飴を袋や箱に入れてまとまりをつくることと関連付け，具体物を

イメージしながら学習できるように工夫しました。(p.96～101) 

・座標の学習では，将棋やホールの座席表など，座標の考えを使っている身近なテーマ

を題材として取り上げました。(p.111～116) 
 

２．対照表 

 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数 

１章 場合の数と確率 (2) 場合の数と確率 p.5-54 35 

１節 集合と場合の数 ア(ｱ), (ｲ)，イ(ｱ)   

 ２節 確率 ア(ｳ),(ｴ),(ｵ)，イ(ｲ), (ｳ)， 
［内容の取扱い］(2)   

２章 図形の性質 (1) 図形の性質 p.55-94 35 

１節 三角形の性質 ア(ｱ)，イ(ｱ) ,(ｲ)   

２節 円の性質 ア(ｲ)，イ(ｱ) ,(ｲ)   

３節 空間図形 ア(ｳ)，イ(ｱ) ,(ｲ)   

３章 数学と人間の活動 (3) 数学と人間の活動，［内容の取扱い］(3) p.95-125 35 

１節 数える ア(ｱ),(ｲ)，イ(ｱ)，［内容の取扱い］(4)   

２節 測る・量る ア(ｱ) ,(ｲ)，イ(ｱ)，［内容の取扱い］(4)   

３節 位置を示す ア(ｱ)，イ(ｱ)   

４節 遊ぶ ア(ｲ)，イ(ｲ)    

  計 105 

 


